
渋谷区居住支援協議会設立総会 議事要旨 

 

【会議概要】 

開 催 日 時 令和５年２月１３日（月） 午前１０時 ～ 午前１１時４５分 

開 催 場 所 渋谷区子育てネウボラ ６階会議室 

出  席  者 

委員 （17名 敬称略） 

【外部委員】  

井上 由起子、 露木 尚文、 谷 雄介、 清水 修司、 瀬古 庸

子（代理 市原 遥）、 松本 朝子、 相馬 宏昭、 高月 義博、 

江藤 慎介 

【区委員】 

藤野 貴久、 小野 健一（代理 黒田 敬久）、 平澤 憲之、 齋藤 

貢司、 岡﨑 正光、 下村 孝子、 中田 和宏 

【欠席者】 

加藤 健三 

【事務局】 

田中、上野、小林 

【オブザーバー】 

NPO法人ぱれっと 南山事務局長 

配 布 資 料 

設立総会次第 

渋谷区居住支援協議会委員名簿 

資料① 渋谷区居住支援協議会運営要綱 

資料② 渋谷区居住支援協議会の設立について 

資料③ 令和５年度事業計画について 

資料④ 令和４・５年度予算について 

資料⑤ 基調講演資料 

参考資料① 居住支援法人 Casaの活動について 

参考資料② NPO法人ぱれっと いこっと概要 

会 議 次 第 

１ 任命式等 

２ 議題 

 第 1号 渋谷区居住支援協議会の設立について 

 第 2号 令和５年度事業計画について 

 第 3号 令和４・５年度予算について 

 第 4号 基調講演 



１ 会長・副会長の選任について 

要綱第５条第１項の規定により委員の互選で会長には井上 由起子委員、要綱第５条第３項の

規定により会長からの指名により副会長には加藤都市整備部長が選任された。 

 

２ 議題 

第 1号 渋谷区居住支援協議会の設立について 

資料②について、事務局より説明を行った。 

≪意見交換≫ 

（会 長）居住支援法人が活動しているうえでの課題や、来年度から開始する同行支援の詳細

について説明をお願いしたい。 

（高月委員）高齢者専門で居住支援を行っており、見守りや居室内死亡時の原状回復費用補償

を利用する不動産店を増やす活動をしている。周知不足なこともあり、区内で利用可

能な不動産店が少ないことが課題。 

（江藤委員）区内だと年に数件、恐らく行政からの紹介だと思うが、相談者から直接部屋探しの相

談を受けている。高齢者や障がい者にはただ物件を紹介するだけではなく、必要に応

じて契約に至るまで送迎付きの同行を行っている。また、死亡後の残置物の後片付

けについても、入居者や行政に費用負担をかけないように取り組んでおり、区内での

住み替え支援をさらに推進していきたい。 

（会 長）高齢者はまず地域包括支援センターに行くかと思うが、そこで住み替えの話がなかな

か進まない、そもそも地域包括支援センターに相談に行けない、といった事例がある

のか。 

（松本委員）年に数回、建て替えによる住み替え相談を受ける。家賃に関しては区の家賃補助が

あるが、物件を探すのが困難。地域包括支援センターで物件を探すところまでは手伝

えないため、高齢者からの相談に慣れている不動産店を紹介するところまでしかでき

ない。高齢者には家財が多く、移転することはとても大変なことであり、判断力、体力

面などの低下から支援が必要。 

（会 長）宅建協会谷委員にお伺いする。協力不動産店の名簿を区に提供しているということだ

が、実情や情報提供があればお願いしたい。 

（谷 委 員）高齢者等の入居支援に協力する不動産店の一覧を区に提供しており、建て替えによ

る住み替え相談を受けることが多い。オーナーの立場だと要配慮者は受け入れに不

安要素が多く難色を示されがちだが、募集図面に高齢者・子育て世帯可などとしてい

る物件もあり、そういった物件とのマッチングの手伝いをしている。渋谷区は家賃が高

いため、金額面で折り合わないことが多い。セーフティネット登録住宅や空き家の活用

なども家賃面から利用が進まないように感じる。区内に限らない紹介が可能であれば

うまくいく事例がある。 

（会 長）家賃水準が高いというのは都心特有の問題だと思う。地方では家賃が低い住宅も一



定程度あり、緊急連絡先や保証人、バリアフリーなどの住宅の性能、死後事務委任の

ことが話題になることが多い。 

（会 長）生活保護・生活困窮者の物件確保に対してどのような支援を行っているか。 

（岡﨑委員）生活保護の住宅扶助や住居確保給付金を支給することで住まいの支援を行ってい

る。住み替え先を探す支援については、行政のみでなく NPO法人に委託して支援を

行っている。 

（谷 委 員）昨年７月実施のアンケートで、区内での住み替えが難しいという回答があったが、渋谷

区内にこだわる理由は何があるか。 

（事 務 局）高齢の方は通院している病院の近くから動きたくない、長年区内に住んでおり思い入

れが強い、という方が多い。それでも金銭的に難しい場合は区外転出される方もい

る。 

（藤野委員）特養でも同様の事情があり、近隣に友人などの繋がりを持っている方は、近隣での引

っ越しを強く希望することが多く、区内移動でも抵抗がある。本人の希望と家賃のギャ

ップは大きな課題。 

（下村委員）子育て世帯に関しては、離婚してダブルインカムだった収入が半分になり、金銭的に

今までの居住地域に住み続けることが難しいが、子どもの転校は避けたいという相談

がある。 

（会 長）来年度からセーフティネット住宅家賃低廉化補助を申請予定の住宅について、概要

説明をお願いしたい。 

（相馬委員）恵比寿にあるシェアハウス（８室）で、主に知的障害がある方と障害がない方が共に暮

らすというコンセプトで運営。すでに登録住宅としており、２室については、来年度以降

専用住宅に変更する予定。自立生活可能な方であれば、知的障害がある方に限ら

ず高齢者も受け入れる予定。各相談窓口からどのように「いこっと」への入居につなげ

られるかが課題。家賃低廉化補助は１０年という期間の限度設定があるため、住み続

ける支援としては不十分。 

（露木委員）区窓口、不動産店、地域包括など様々な窓口に相談が寄せられる中で、プラットホー

ムをどこに置くか、が重要。その構築には横のつながりが大切なため、この協議会をき

っかけに進めていけるとよい。居住支援としての見守りや保証人の支援が必要な方

は、背景に社会的排除を受けているという課題があるが、建て替え等により引っ越さ

なければならず、地域との繋がりが切れてしまうこともその要因になる。居住支援という

と住み替えに焦点を当てがちだが、今住んでいる場所にどうやって住み続けるか、とい

う視点での支援の在り方もある。 

（会 長）居住継続も居住支援の一つの姿である。 

 

 

 



第 2号 令和 5年度事業計画について 

第 3号 令和 4・5年度予算について 

資料③、資料④について、事務局より説明を行った。 

≪意見なし≫ 

   

第 4号 基調講演 

資料⑤について、会長より講演を行った。 

≪意見交換≫ 

（藤野委員）日々業務にあたるうえで、区の予算もそうだが金銭的な問題が大きいと感じる。区で

は、令和 5年度より重層的支援事業を実施していく。各機関のネットワークが円滑に

なり、断らない相談窓口を目指していく中で、今回の居住支援協議会の繋がりも活

かしていくことができる。予算に限りがあるためどこまでの支援を実施できるのか、具

体的な議論ができればいい。 

（相馬委員）基調講演の中で、家賃低廉化補助に焦点を当てすぎない、という話があったが、そ

の背景は？ 

（会 長）家賃の低廉化をすべての要配慮者に実施するのは予算的に難しいことで、特定の

対象者や物件などに対する補助が一般的である。支払い能力があるにもかかわらず

賃貸借契約ができない方に対して賃貸借契約を結ぶ支援を手厚くすることから始め

る方がよいと考える。 

（谷 委 員）住み替えの成功事例を参考に、改善できる課題があると思う。誓約率や行動パター

ンなどの情報を集約して実態把握をすることで練られる対策がある。 

（露木委員）居住支援協議会が居住支援法人に積極的に関わっていき、成功した個別事例を

集めて見える化していく、といった活動に取り組めるとよい。 

（齋藤委員）全体を通しての感想に近いが、障がい者福祉課は障害福祉サービスにつなぐことが

主となる。精神障がい者の住まい探しの困難さの話のように、こちらで掴みきれない

状況を本協議会等で収集し、ニーズをとらえていきたい。 

（会 長）以上をもって、渋谷区居住支援協議会設立総会を閉会とする。 

以上 

 

 

 

 


